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【緒言】有機無機塩化鉛ペロブスカイト型化合物 A2PbCl4{A:

アミン化合物}は、無機層から自己束縛励起子(STE)由来の発

光を示すことで知られており、その独特な発光を利用したシ

ンチレータ開発が期待されている 1。これまでの研究で、有機

層にジアミンである EDBE{2,2’-(エチレンジオキシ)ビス(エチ

ルアミン)}を導入した(EDBE)PbCl4 が γ 線励起時に 9000 

photons/MeV の大きな発光量を示した 1, 2。しかし、EDBE 以外のジア

ミンを導入した化合物のシンチレーション特性について、殆ど報告さ

れていない。そこで本研究では、直鎖長の異なるジアミン(NH2-R-NH2 

R:炭化水素)を導入した(NH3CnH2nNH3)PbCl4 (n = 9–11)を作製し、そのシ

ンチレーション特性を調べた。 

【実験方法】NH2CnH2nNH2 (n = 9–11)と PbCl2をモル比 1:1で塩酸中に

混合後、加熱還流を 100 °C、6 時間行った。その後、当該溶液を 1.5 °C 

/hで室温まで徐冷することで単結晶を得た。 

【結果】図 1 にシンチレーションスペクトルを示す。ブロードな発光

ピークが 525 nm (1,9-DIN)、550 nm (1,10-DID)、530 nm (1,11-DIU)に観

測された。これらは STE由来の発光と示唆された。 

図 2 にシンチレーション時間プロファイルを示す。第一成分の寿命

はそれぞれ 6.4 ns (1,9-DIN)、3.5 ns (1,10-DID)、4.7 ns (1,11-DIU)であっ

た。第一成分の起源は STEの再結合と推察される。本講演では当該化

合物のシンチレーション特性について詳細に議論する。 
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図 1 シンチレーションスペクトル。 

 

 

 

図 2 シンチレーション 

時間プロファイル。 
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